
課　題

活動内容

今後の課題

◆成果と工夫したポイント◆成果と工夫したポイント

　アジア地域のレジリエンス（回復力）に関
わるエネルギー、防災等の関係者等を集めた
パブリックフォーラムを、ジャカルタ及び大
阪にて開催した。特にジャカルタにおいては、
日本を含めたアジア各国で、ICT やアプリを
活用し、レジリエンス向上に取り組む活動家
を招き、レジリエンスに関心の高い地元イン
ドネシア人を交えた技術や知識の共有、ネッ
トワーク構築を行った。さらに、その内容を
イベントやWEBサイトで発信した。

フォーラムにてハンズオン実施

イベント参加者
の満足度

　WEBサイト等を通じて海外に向けた情報発信力が十分でなく、
SNS等も活用した頻繁な情報発信が求められる。

●成果		　フォーラム参加者延べ 200 名に
対して、情報共有のみならず、レジ
リエンス及び防災に関わるアプリ等の技術共
有ができ、フォーラム登壇者・参加者を中心に、
アジア各国での活動の加速を推進する体制が
つくられた。	

●工夫	 	　参加者自らが各地域でのキーマンとなるよ
う、マッピングアプリを使った実践的ワーク
ショップを行った。

エコプロ展にて
フォーラム活動広報

　地球温暖化等の影響により自然災害が増加し、今後さらに、その危
険が高まるアジア地域であるが、アジア地域におけるネットワーク形
成及び情報共有の場がなく、協力体制を築くことができていないこと。
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